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インターネット利用について、子どもは、大人よりも深い知識を持っ
ている。大人も情報モラルについて勉強していく必要がある。地域や
県内でネット宣言を出しているところもある。

いじめ発見のきっかけは、児童生徒本人の訴えが多く、インターネッ
トでの誹謗中傷、冷やかしやからかいなどのいじめは、教職員から見
えにくい状況がある。 

インターネットを通じた非行やいじめの防止を目的とした情報モラル
教育を小学校から高校まで実施しているが、学校だけでなく、関係機
関と連携した取組が必要である。 

警察にもＳＮＳでのトラブルについての相談が寄せられており、周囲
が気付かないいじめやトラブルが懸念される。ＳＮＳを通じたトラブ
ルやいじめ防止の取組が今後も必要である。
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不登校や、貧困の連鎖の問題など、学校の教育現場だけでは解決を図
ることが難しく、広い意味で厳しい環境にある学校の子どもたちをど
うサポートしていくかといった課題が多くなってきている。必要に応
じ、そのような問題も併せて協議していく。

「令和３年度児童
生徒の問題行動・
不登校等生徒指導
上の諸課題に関す
る調査」（10月末
公表）等の結果を
踏まえ第２回（１
月）に協議予定
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